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★タブレットパソコンの活用が始まっています 

 練馬区教育委員会から生徒一人一人にタブレットパ

ソコンの貸与がありました。これは、国が主導する

「ＧＩＧＡスクール構想」の一環として配付されたも

のです。「ＧＩＧＡスクール構想」とは、一人一台の

児童生徒用パソコンの配備と学校内の高速ネットワー

ク環境などを整備する５年間の計画のことです。この

タブレットは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

により、配付予定が大幅に前倒しされたものです。 

 授業では主にインターネットを通して調べ学習を行

ったり、グループワークで意見をまとめたりするなど

の活動に使用しています。今は非常事態宣言下であり、

グループでの活動では、互いの距離を離し会話をなるべ

く控える必要があります。生徒たちは、タブレットで双

方向のやりとりができるアプリを使い、黙々と互いの考

えをまとめる作業などを行っています。 

これからタブレットは、令和時代の学校のスタンダー

ドとなっていきます。タブレットの活用はまだ始まった

ばかりですので、使用するのに戸惑いがあるかもしれま

せん。タブレットの利用に関するガイドラインをお配り

しておりますので、ご家庭での使用の際に十分にご確認いただき、適正な使用をお願いいたします。 

★医療従事者の方々から感謝の声が届いています 

 昨年の年末に生徒全員で医療従事者の方々に向けて感謝の

手紙を書き、送りました。年末年始はもとより、今も休むこ

となく、日々、私たちの命を守ってくださっている医師や看

護師をはじめとする医療従事者の方々に感謝や応援の思いを

伝えました。そのことに対して、医療従事者の方々や東京都

教育委員会から感謝の手紙が届きました。中には、病院内の

壁等にリボンをつないで貼り、医療従事者の方々が歩みをと

めて読んでくださっている所もあるそうです。 

 感染防止の私たちの行動が、医療従事者の方々を支えるこ

とにもつながります。今後も引き続き、感染防止の取組を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

谷原中だより 

タブレットを活用したグループワーク 

～ 医療機関からお礼のお言葉が届いています ～ 

＊ お心遣いが大変うれしく、スタッフ一同とても喜んでいます。皆様の優しさに心癒されています。 

＊ 心温まるお手紙は大きな励みとなりました。深く感謝いたします。 

＊ 温かいご声援は何よりの励みになります。メッセージは大切に掲示します。 

＊ 応援してくださる皆様方がいることが職員の何よりの励みとなります。 

＊ 可愛い、真っすぐな応援は「また頑張れる」「もっと頑張れる」の源泉となります。 

タブレットを使用した活動 

病院内の掲示の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の予定から 

日 曜 おもな予定  日 曜 おもな予定 

１ 月 あいさつ運動(1年)、専門委員会  17 水 ３年生バーチャル修学旅行    ◇職員会議 

２ 火              ◎都立一次発表･手続  18 木 卒業式前日準備         ◇職員会議 

３ 水                   ◇学年会  19 金 第44回卒業式          ◇学年会 

４ 木 中央委員会  20 土  

５ 金 避難訓練  21 日  

６ 土   22 月 あいさつ運動(1年) 

７ 日   23 火  

８ 月 
あいさつ運動(2年)、生徒朝礼 

 ☆文化発表会作品展示会準備週間 
 24 水 

重点清掃              ◇学年会 

９ 火   25 木 修了式          ◇職員会議、学年会 

10 水   26 金 『春季休業日（始）』 

11 木   27 土  

12 金  文化発表会作品展示会前日準備  28 日  

13 土   29 月  

14 日   30 火  

15 月 
あいさつ運動(3年) 

 ☆文化発表会作品展示会週間 
 31 水 

 

16 火      

 『 模 索 』 ～ 新たな一歩 ～ 

                             文化的行事委員長 山本 理子 

 今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で多くの学校行事が縮小・削減されてきました。も

ともと１０月に予定されていた文化発表会も例外ではありませんでした。谷原中の文化発表会は作

品展示もさることながら、何と言っても「合唱コンクール」が一番の見所です。すでに実行委員会

は動き出し、合唱コンクールに向けて自由曲の選曲、指揮者・伴奏者の選出が進んでいました。 

 学校では感染症の収束を願い、時期を３月に延期してなんとか実施できないかギリギリまで検討

を重ねてきました。しかし、３学期も「密集を避けること」「合唱による感染リスクを回避するこ

と」というガイドラインが継続され、さらに追い打ちをかけるかのように第３波の襲来による緊急

事態宣言が発令されてしまいました。生徒や参観いただく保護者・地域の皆様の安全・安心を第一

に考え、合唱コンクールの中止という苦渋の決断をせざるを得ませんでした。 

 そこで、今年度は「文化発表会作品展示会」として新たな形を模索することにしました。いつで

も鑑賞できるよう期間を４日間にすることで密集を避けます。廊下や多目的室等を利用して教科や

学年、部活動で日頃取り組んでいる学習成果を展示発表することにしました。優れた作品を鑑賞す

ることは新しい気づきにつながり、自身の作品制作のヒントになります。互いの良さを認め合い、

感受性を高める素地を育てていきます。 

 また、合唱ができない代替としてクラスで一つ作品を作ることにしました。実行委員を中心にク

ラスでどのような作品にするか話し合いを始めました。来月８日（月）から文化発表会作品展示会

の準備週間が始まります。限られた時間の中で取り組んでいきます。一人一人の協力が不可欠で

す。それぞれの思いを寄せ合って思い出に残る作品に仕上げてほしいと思います。今年の取り組み

が来年度以降の文化発表会の指針になります。～ 新たな一歩 ～どのような『文化発表会展示会』

になるか今から楽しみです。 


